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・修士論文題目 妊婦が認知す`る実母のサポート-の影響一妊娠先行婚妊婦の特徴から・ -
く目的>
妊娠先行婚妊婦が藩知する・実母のサポート-の影響を肝らかにする・ことである・。
く方牡>
対象者は、妊婦定期健康静査に来院した初産醇の・5rち＼同意・を得もれた341名であった。デ
ータ収集方牡は、自己記入方式による質問群嗣誉牡を用`いた。
データの分析は、妊娠先行樺妊婦と一般妊婦の属性、妊娠先行婚妊婦と一般妊姉における背
景および尺度の得点の比較、尺度の得点による実母からのサポートおよび不安についての比較
を行りた。分析方法・は、各尺度の倍額性の換帥こはCronbach's α係数、妊婦の背景における度
数の相違の検定には冗2瀧定、尺度間の得点の比軌こはStudent t testを用いた。
<結果>
1.妊娠先行梓妊婦は、一般妊婦に比べ年齢が若年由傾向が確瓢されたQ
2.妊娠先行婚妊婦は、一般妊婦把比べ妊娠以前から・の居住場所において定位家族と同居してい
る割合が高値を示し、枕許学的有意善を薗冷た。
3.妊娠先行婚妊婦臆、一般妊酷に比べ養育体験における¢aqe,および母娘関係における傭存性
において低値を示し、統計学的有意差を認めた。
4.妊娠先行婚妊婦と一般妊婦において実母からのサポートにおいては統計学的有意蓋を認め
なかった。
5.着育体験におけるcareが低い群ほど実母からのサポートにおける情緒的サポート、評価的
サポート、情報的サポート、物質的サポートの満足度が高い債向が示された。
6.妊癖は母娘関係における依存性が高い群ほど、情緒的サポート、評価的サポート、情報的サ
ポート、物質的サポートの満足度が高い傾向が示された。
F.妊婦は実母からのサポートにおいて、評価的サポートの満足度の高い群においては妊婦の特
性不安は低値を示し、統計学的有意善を寓めた。
く考察>
妊娠先行婚妊婦杜、一般妊婦七比べて実舟と親密鞄な開脚芸弱Lく、実母から.の介入が一般妊婦七
比べて少ない傭向があった。また、妊娠先行挿妊醇が諦知する実母からのサポートにおいては一般
妊婦と,差異を藩めなかった。
全妊婦においては、実肝との関係が深い妊婦ほど、実母からのサポートを高く認知・し、実際と娘
の関係においては、実母からの介入という関係が高い妊婦ほど、実母からのサポートの承知が低い
債向があ・つた。そして、妊婦自身が実母から満足のい(評価を受けられることを承知することで、
妊婦の性格特性における不安は低い傾向にあることが確薗された。
く総括>
妊娠先行挿妊婦が承知する算母のサポート-の影響を母姫関係といったその妊婦の特徴か
ら明らかにすることにより、看護者にとっては個・々の症例にあったその妊婦に必要とされる保
健指導が行えることになる。これは、女性が母親となる変化への適応を促進す石た捌こ有効で
あり、殊に妊娠先行婚妊婦においては、母娘蘭係・を考慮した看啓介入を行う必要・があると考え
られた。本謝査時点で妊婦は婚姻関係にあるため実母からのサポートの影菅において妊娠先行
婚妊婦と一般妊婦との萱異は少ないところに焦点をあてた。今後、縦断的に訴宜を行い実母か
らのサポートを検証していくことが今後の課唐である。
